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な
か
な
か
終
息
の
兆
し
が

見
え
ず
３
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
、
三
位

一
体
改
革
の
一
つ
で
あ
る
医

師
の
働
き
方
改
革
が
２
０
２

４
年
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
の
議
論
の

際
、「
勤
務
医
は
労
働
者
か

否
か
？
」
と
の
質
問
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
当
然
な
が
ら

勤
務
医
は
労
働
者
で
あ
り
、

残
業
規
制
の
適
応
や
36
協
定

な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
労
働

者
の
権
利
を
有
し
て
い
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

医
師
は
応
召
義
務
と
い
う

名
の
も
と
に
厳
し
い
労
働
環

境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
十

分
な
睡
眠
時
間
の
確
保
不
足

や
働
き
過
ぎ
で
の
メ
ン
タ
ル

不
調
な
ど
、
勤
務
医
の
労
働

環
境
は
過
酷
で
あ
り
、
働
き

方
改
革
は
待
っ
た
な
し
の
状

況
だ
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
医
療
の
持
続
性

を
維
持
し
つ
つ
、
社
会
ニ
ー

ズ
の
増
大
や
変
化
に
対
応
し

質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る

に
は
、
医
師
の
働
く
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
必
須
で

す
。
ま
た
、
医
師
の
健
康
管

理
に
留
意
し
つ
つ
、
一
人
一

人
の
医
師
が
や
り
が
い
を
持

ち
な
が
ら
、
無
理
を
せ
ず
経

験
や
研
鑽
を
積
む
こ
と
が
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
、
働
き
方
改
革

の
理
想
と
さ
れ
る
ゴ
ー
ル
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
現
実
は
そ
う
甘
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
給
枠
と

は
い
え
大
学
の
先
生
方
、
特

に
大
学
院
生
は
海
外
と
は
異

な
り
、
授
業
料
を
支
払
っ
て

無
給
で
あ
る
と
い
う
さ
ら
に

過
酷
な
状
況
に
あ
り
、
副
業

兼
業
は
死
活
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
多
く
の
地
域
の
医
療

機
関
も
、
大
学
か
ら
の
派
遣

に
頼
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
。
宿
日
直
許
可
の
取
得

に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
医
師
の
健
康
確
保
上
の

時
間
外
労
働
や
副
業
兼
業
な

ど
の
規
制
に
よ
り
、
今
後
さ

ら
に
医
療
確
保
が
厳
し
い
状

況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
、
勤
務
環
境
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
県
内

病
院
の
相
談
を
受
け
る
立
場

に
あ
り
ま
す
が
、
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
医
療
機
関
に
お
い

て
、
今
や
る
べ
き
こ
と
は

「
医
師
の
勤
務
環
境
の
改
善

に
本
気
で
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
い
う
姿
勢
を
示
し
、

医
学
部
や
関
連
病
院
と
更
な

る
連
携
を
と
り
、
安
心
安
全

な
医
療
体
制
の
構
築
を
し
て

ご
支
援
い
た
だ
け
る
環
境
を

作
っ
て
い
く
こ
と
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
那
須
赤
十
字
病
院

　

名
誉
院
長

�

白
石　

悟　

58
回
）

International A
cadem

y of Pathology

（
国
際
病
理
ア
カ
デ
ミ
ー
）よ
り

「
Ｉ
Ａ
Ｐ
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
」を
授
与
さ
れ
て

長
村 

義
之（
49
回
）

日
本
鋼
管
病
院
病
理
診
断
科
部
長

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
客
員
教
授 

東
海
大
学
名
誉
教
授

　

Hum
an　

Biology

と

Microbiome

と
い
う
２
つ
の

Ｂ
ｉ
ｏ
と
Ｑ
（Quantum

）

を
組
み
合
わ
せ
た
Ｂ
ｉ
ｏ
２

Ｑ
研
究
拠
点
で
は
、
こ
れ
ま

で
ヒ
ト
生
体
に
お
い
て
大
き

な
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
し

て
残
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ク
ロ

バ
イ
オ
ー
ム
（Microbiome

／
微
生
物
叢
：
生
態
系
に
お

け
る
多
様
な
微
生
物
の
集
合

体
）
と
い
う
重
要
な
因
子
を

加
味
し
な
が
ら
、
粘
膜
上
皮

・
免
疫
・
神
経
・
代
謝
系
な

ど
に
よ
っ
て
ヒ
ト
恒
常
性

（Human Biology

）
が
ど

の
よ
う
に
統
御
さ
れ
て
い
る

か
と
い
う
問
い
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
ヒ
ト
多
臓

器
円
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
従
来

よ
り
も
数
段
高
い
解
像
度
で

理
解
す
る
新
し
い
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
を
実
行
し
ま
す
。

収
集
し
た
超
マ
ル
チ
オ
ミ
ク

ス
デ
ー
タ
を
、
Ａ
Ｉ
と
と
も

に
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
（Quantum

）
解
析
し
、

ヒ
ト
表
現
型
の
背
後
に
隠
れ

た
未
知
の
多
臓
器
連
関
経
路

を
開
拓
し
ま
す
。
更
に
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
仮
説
を
リ

バ
ー
ス
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
実
験
室
レ
ベ
ル

で
検
証
し
、「
因
果
」
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
作
業
循

環
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
作
業
循
環
構

築
に
お
い
て
鍵
と
な
る
精
度

の
高
い
定
量
と
測
定
を
基
本

と
す
る
先
端
計
測
技
術
、
ヒ

ト
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
解

析
技
術
、
ゲ
ノ
ム
・
エ
ピ
ゲ

ノ
ミ
ク
ス
技
術
、
メ
タ
ボ
ロ

ミ
ク
ス
技
術
、
コ
ネ
ク
ト
ミ

ク
ス
技
術
、
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド

技
術
、構
造
解
析
技
術
、ヒ
ト

化
モ
デ
ル
動
物
、in situ

構

造
解
析
技
術
を
更
に
磨
き
上

げ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
極
め
て
困
難
で
あ

っ
た
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

生
物
学
へ
の
応
用
方
法
を
確

立
し
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
、

ヒ
ト
生
体
恒
常
性
制
御
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
を
画
期
的
に

進
展
さ
せ
る
新
し
い
融
合
研

究
領
域
を
世
界
に
先
駆
け
て

創
出
し
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

本
研
究
拠
点
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
ヒ
ト
恒
常

的
臓
器
円
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
・

臓
器
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発

見
し
検
証
す
る
と
い
う
新
し

い
方
法
論
の
確
立
で
す
。

　

本
拠
点
の
最
大
の
特
徴

は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム

研
究
の
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
本
田
賢
也
教
授
（
医
学

部
免
疫
微
生
物
教
室
）
が
拠

点
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
り
、
ヒ
ト
多
臓
器
円

環
を
理
解
す
る
た
め
に
柱
と

な
る
最
先
端
技
術
を
も
つ
研

究
者
が
集
結
し
て
、
２
つ
の

Ｂ
ｉ
ｏ
研
究
コ
ア
ユ
ニ
ッ
ト

（
Ｂ
ｉ
ｏ
‐
１
、
Ｂ
ｉ
ｏ
‐

２
）
を
形
成
し
て
、
有
機
的

に
連
動
す
る
こ
と
で
す
。
更

に
、
こ
れ
ら
の
Ｂ
ｉ
ｏ
コ
ア

を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
Ｑ
）
コ
ア
を
配
置
す
る
統

合
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
す
る
こ
と
も
大
き
な
特

徴
で
す
（
図
１
、
図
２
）。

　

Ｑ
コ
ア
は
、
最
新
の
量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

国
内
随
一
の
チ
ー
ム
で
あ

り
、
ヒ
ト
多
臓
器
円
環
と
い

っ
た
、
多
次
元
マ
ル
チ
オ
ミ

ク
ス
デ
ー
タ
か
ら
な
る
複
雑

系
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
に
挑
戦
す

る
初
め
て
の
コ
ア
と
し
て
活

動
し
ま
す
。
即
ち
本
拠
点

は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

強
み
を
有
す
る
研
究
・
技
術

群
を
一
つ
の
組
織
と
し
て
統

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ

ト
多
臓
器
円
環
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
正
面
か
ら
切
り
込
み
、
新

し
い
融
合
研
究
を
生
み
出

す
、
世
界
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク

で
競
争
力
の
高
い
研
究
拠
点

と
し
て
機
能
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
塾
医
学
部

の
み
な
ら
ず
、
薬
学
部
や
理

工
学
部
、
さ
ら
に
は
理
研
や

実
験
動
物
中
央
研
究
所
か
ら

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究

者
が
結
集
し
ま
し
た
。
ま

た
、
海
外
か
ら
はHuh

博
士

（Harvard

）、Augustine

博
士
（NTU

）
とAricescu

博
士
（MRC

‐LMB

）
が
中

核
研
究
者
と
し
て
参
画
し
ま

す
（
図
２
）。
さ
ら
に
、

Rockefeller, NYU, Broad 
Institute, Stanford, Yale, 
Harvard

、
そ
し
てRoche

で

活
躍
さ
れ
て
い
る
研
究
者
が

国
際
共
同
研
究
者
と
し
て
参

画
し
ま
す
。
こ
れ
ら
国
内
外

の
研
究
者
を
結
集
し
、
マ
イ

ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
の
免
疫

系
、
代
謝
系
、
慢
性
炎
症
や

発
が
ん
へ
の
影
響
、
さ
ら
に

は
腸
脳
連
関
研
究
を
加
速
さ

せ
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
侵

襲
な
し
で
は
理
解
出
来
な
か

っ
た
ヒ
ト
臓
器
間
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
状
態
を
、
非
侵
襲
サ

ン
プ
ル
を
用
い
て
把
握
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
人

々
が
一
生
涯
を
通
し
て
健
康

で
あ
る
社
会
の
た
め
の
先
制

医
療
、
健
康
長
寿
医
療
に
資

す
る
知
見
を
生
み
出
し
、
持

続
可
能
な
成
長
社
会
に
貢
献

し
ま
す
。

　

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究

拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ

Ｉ
）
は
、
国
際
的
な
頭
脳
獲

得
競
争
の
激
化
の
中
で
日
本

が
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
優

れ
た
研
究
人
材
が
世
界
中
か

ら
集
う
〝
国
際
頭
脳
循
環
の

ハ
ブ
〟
と
な
る
研
究
拠
点
形

成
の
強
化
が
不
可
欠
と
の
危

機
感
か
ら
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
世
界
に
通
用
す
る

研
究
者
を
招
聘
す
る
た
め
に

国
際
基
準
を
満
た
す
、
つ
ま

り
、
従
来
の
日
本
の
大
学
の

制
度
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な

い
柔
軟
な
工
夫
や
取
組
を
通

じ
て
、
優
秀
な
研
究
者
が
集

う
魅
力
あ
る
研
究
拠
点
を
形

成
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
術
の

体
系
や
方
向
を
大
き
く
変
革

さ
せ
る
こ
と
を
先
導
し
、
新

し
い
学
問
領
域
の
創
成
を
目

指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
の
要
件
と

し
て
、「
ア
ン
ダ
ー
ワ
ン
ル

ー
フ
（
ひ
と
つ
屋
根
の
下
）」

型
の
研
究
環
境
や
事
務
・
研

究
支
援
体
制
ま
で
す
べ
て
に

お
い
て
英
語
が
基
準
の
環
境

の
整
備
、
ま
た
、
研
究
者
の

う
ち
30
％
以
上
が
外
国
か
ら

の
研
究
者
、
さ
ら
に
、
30
％

以
上
が
女
性
研
究
者
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
要
件
を
満
た
す

た
め
に
、
今
後
、
本
拠
点
で

行
う
様
々
な
組
織
的
、
制
度

的
な
試
み
に
つ
い
て
は
、
慶

應
義
塾
大
学
が
国
際
的
に
卓

越
し
た
研
究
大
学
と
し
て
発

展
す
る
よ
う
、
全
学
的
な
取

り
組
み
と
し
て
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｂ
ｉ
ｏ
２
Ｑ
研
究

拠
点
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
信
濃
町
で
す
。
医
学
部
の

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
な
く

し
て
は
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

功
は
望
め
ま
せ
ん
。
な
に
と

ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
、
そ
し

て
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。

（
微
生
物
免
疫
学
教
室

�
本
田
賢
也　

73
相
当
、

　

サ
ン
ペ
ト
ラ 
オ
ル
テ
ア
、

　

分
子
生
物
学
教
室

�

塩
見
春
彦　

61
相
当
）

文
部
科
学
省
報
道
発
表

https://www.mext.go.jp/
b_menu/houdou/mext_
01136.html

日
本
学
術
振
興
会　

世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ

グ
ラ
ム

https://www.jsps.go.jp/
j-toplevel/03_sinsa.html

図
1
：
Ｂ
ｉ
ｏ
２
Ｑ
拠
点
の
概
要

図
2
：
Ｂ
ｉ
ｏ
２
Ｑ
拠
点
中
核
メ
ン
バ
ー

（Jr PI: junior principle investigator

）

IAP Secretary

のRay McMahon

か
ら

ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
る　
　
　

ゴールドメダルCertificate

ゴールドメダルの表（左）と裏（右）

　

２
０
２
２
年
度
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
：W

orld 
Prem

ier International Research Center Initiative

）
の
拠
点
に
慶
應
義
塾
大
学
の

「
ヒ
ト
生
物
学
‐
微
生
物
叢
‐
量
子
計
算
研
究
セ
ン
タ
ー
［H

um
an B

iology-
M

icrobiom
e-Q

uantum
 Research Center/Bio2Q

］
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｐ
Ｉ

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
０
７
年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
立
大
学
で
採
択
さ
れ
た
の
は
義

塾
が
初
め
て
で
す
。

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）

（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）にに

日
本
の
私
大
で
初
め
て
採
択

日
本
の
私
大
で
初
め
て
採
択

　

２
０
２
２
年
10
月
13
日
―

19
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

シ
ド
ニ
ー
市
で
盛
会
裏
に
開

催
さ
れ
た
第
34
回
国
際
病
理

ア
カ
デ
ミ
ー
Ｉ
Ａ
Ｐ
国
際
学

会
の
閉
会
式
で
、
光
栄
あ
る

IAP Gold Medal

（
正
式
名

称 The David F. Hardwick 
International Academy of 
Pathology Gold M

edal 
Award

）
を
授
与
さ
れ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｐ
と
し
て
国
際
的
に
意

義
の
あ
る
教
育
活
動
の
始

動
、
育
成
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
た
ア
カ
デ
ミ
ー

の
会
員
に
授
与
さ
れ
る
賞
で

あ
り
、
世
界
の
多
く
の
会
員

の
中
か
ら
選
ば
れ
大
変
な
栄

誉
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

三
四
会
の
諸
兄
姉
の
日
頃
の

御
支
援
に
深
く
感
謝
の
意
を

さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
２
０
２
０
年
12
月

か
ら
か
ら
２
０
２
２
年
11
月

ま
で
Ｉ
Ａ
Ｐ
理
事
長
を
拝
命

し
た
。
任
期
の
大
半
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
世
界
的
に
も
難
し

い
状
況
が
続
き
、
理
事
長
と

し
て
も
海
外
出
張
も
ま
ま
な

ら
ず
、
会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
は

す
べ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
に
な
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
。
今
ま
で
と
異

な
る
思
わ
ぬ
状
況
に
立
ち
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
大

き
な
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
私
に
何
が
出
来
る
か
を
考

え
Ｉ
Ａ
Ｐ
の
主
た
る
任
務
で

あ
る
病
理
学
教
育
の
世
界
レ

ベ
ル
で
の
向
上
、
普
及
に
力

を
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。
ア

ジ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
る

W
ebinar

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
さ
れ
る
よ
う
Ｉ
Ａ
Ｐ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
活

用
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香

港
な
ど
で
開
催
さ
れ
る

W
ebinar

に
は
、
私
自
身
講

演
を
し
て
熱
い
支
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
た
。
グ
ラ
ス

ゴ
ー
で 

開
催
の
第
33
回
Ｉ

Ａ
Ｐ
国
際
学
会
２
０
２
０
、

岡
山
開
催
の
第
14
回
ア
ジ
ア

太
平
洋
病
理
学
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
Ｐ
）
２
０
２
１
は
、
学
会

開
催
す
べ
て
が
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

と
な
っ
た
。
幸
い
に
も
近
年

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
、

我
々
が
培
っ
た
智
恵
を
駆
使

し
て
、
相
互
の
連
携
を
強
化

し
学
会
は
多
く
の
参
加
者
を

得
て
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
こ

と
に
安
堵
し
て
い
る
。

　

今
年
２
０
２
２
年
３
月
に

な
っ
て
海
外
へ
の
学
会
参
加

が
徐
々
に
可
能
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
極
短
期
間
で
は
あ
っ

た
が
、
私
は
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ

ル
ス
（
１
１
１
回
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
北
米
病
理
学
会
）
に
始
ま

り 

イ
グ
ア
ス
（
33
回
ブ
ラ

ジ
ル
病
理
学
会
・
26
回
ブ
ラ

ジ
ル
細
胞
病
理
学
会
）、
バ

ー
ゼ
ル
（
34
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

病
理
学
会
）
な
ど
に
出
席
し

理
事
長
と
し
て
の
お
役
目
を

果
た
し
た
。
や
は
り
現
地
で

の
目
を
合
わ
せ
てface-to-

face

の
議
論
は
素
晴
ら
し

い
。
こ
れ
ら
の
学
会
で　

私

か
ら
の
激
励
に
対
す
る
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
る
た
び
に
、
難

し
い
時
期
の
理
事
長
と
し
て

達
成
感
を
感
じ
た
次
第
で
あ

る
。

　

こ
の
閉
会
式
で
、
困
難
の

中
で
は
あ
っ
た
が
充
実
感
を

持
っ
て
理
事
長
と
し
て

President’s badge

を
次
期

理
事
長Dr.Martin Hale

（
南

ア
フ
リ
カ
）
へ
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
た
。
引
き
続
き
難
し
い

世
界
状
況
は
続
く
か
と
思
わ

れ
る
が
、
新
理
事
長
の
も
と

英
知
を
結
集
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
の
視
点
か
ら
〝
疾
患
に

立
ち
向
か
う
〟
病
理
学
の
教

育
の
実
践
に
成
果
を
挙
げ
る

様
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
皆
様
か

ら
の
心
強
い
ご
支
援
に
心
よ

り
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
。

ま
た
、
今
回
の
経
験
を
通
し

て
世
界
的
な
困
難
に
立
ち
向

か
う
勇
気
と
友
情
・
連
携
の

前
三
四
会
長
そ
し
て
前
慶
應
連
合
三
田
会
会
長

比
企
能
樹
先
生
を
偲
ん
で菅

沼 

安
嬉
子（
47
回
）

慶
應
連
合
三
田
会
会
長

比
企
能
樹
先
生
を
偲
ん
で

武
田 

純
三（
52
回
）

三
四
会
会
長

　

比
企
能
樹
先
生
（
37

回
）
が
10
月
14
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
連
絡
を

頂
い
た
の
は
17
日
の
朝
で

し
た
。
奇
し
く
も
前
日
の

10
月
16
日
は
連
合
三
田
会

大
会
２
０
２
２
が
開
催
さ

れ
、
楽
し
い
会
が
終
わ
る

の
を
待
っ
て
連
絡
を
頂
い

た
よ
う
で
す
。
比
企
先
生

の
配
慮
と
、
寿
美
子
夫
人

の
心
遣
い
を
感
じ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

　

比
企
先
生
は
２
０
０
５

年
６
月
に
、
第
11
代
目
の

三
四
会
会
長
に
就
か
れ
２

０
１
４
年
６
月
ま
で
の
９

年
間
、
三
四
会
の
発
展
、

改
革
に
取
り
組
ん
で
来
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０

１
３
年
５
月
か
ら
２
０
２

０
年
３
月
ま
で
慶
應
連
合

三
田
会
会
長
と
し
て
、
全

国
の
三
田
会
に
出
か
け
ら

れ
、
ハ
ー
ド
な
日
々
を
過

ご
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
が
比
企
先
生
と
お
付

き
合
い
さ
せ
て
頂
く
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
三
四
会

の
理
事
会
に
病
院
長
と
し

て
参
加
さ
せ
て
頂
く
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
中

で
、
一
人
一
人
に
配
慮
し

つ
つ
、
一
つ
一
つ
の
議
案

を
丁
寧
に
進
め
て
お
ら
れ

た
の
が
今
で
も
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。
私
が
三
四
会

会
長
を
引
受
け
さ
せ
て
頂

く
に
あ
た
っ
て
、
ネ
ク
タ

イ
を
頂
き
ま
し
た
。
赤
と

青
の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
慶
應

の
公
式
グ
ッ
ズ
の
ネ
ク
タ

イ
で
し
た
。
こ
れ
を
着
け

て
会
に
出
る
よ
う
に
と
。

私
が
持
っ
て
い
な
い
こ
と

を
ご
存
じ
で
あ
っ
た
か
の

よ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
頂
い
た
も
の

が
、
２
号
館
の
寄
付
に
関

す
る
資
料
で
し
た
。
医
学

部
設
立
１
０
０
年
事
業
と

し
て
１
号
館
建
設
に
向
け

て
１
０
０
億
円
の
寄
付
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
、
三

四
会
は
30
億
円
を
分
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

寄
付
活
動
は
比
企
会
長
の

任
期
中
の
２
０
１
３
年
か

ら
始
ま
り
、
私
が
引
き
継

り
広
い
視
野
で
物
事
を
考

え
よ
う
と
い
う
決
心
を
容

易
に
さ
せ
て
く
れ
た
。』

と
書
い
て
お
ら
れ
、
納
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

故
・
比
企
能
樹
先
生
に

は
、
短
い
期
間
で
し
た
が

大
変
多
く
の
こ
と
を
教
わ

り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
安
ら

か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　

10
月
16
日
に
日
吉
で
の

リ
ア
ル
連
合
三
田
会
大
会

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
、
新
記
念
館
で
比
企
先

生
か
ら
会
長
を
引
き
継
い

だ
私
は
元
気
に
式
典
の
ご

挨
拶
を
致
し
ま
し
た
。
お

天
気
に
も
恵
ま
れ
て
沢
山

の
入
場
者
に
囲
ま
れ
、
最

後
の
福
引
の
役
目
も
終
え

満
足
し
て
帰
宅
し
ま
し

た
。
翌
日
大
会
が
無
事
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
と
比
企
先
生
に
ご
報
告

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢

先
に
、
奥
様
か
ら
14
日
に

急
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
と
の
お
電
話
が
入
り

ま
し
た
。
ご
病
気
療
養
中

と
は
い
え
、
少
し
前
か
ら

は
穏
や
か
に
お
過
ご
し
に

な
っ
て
い
ら
し
た
の
で
安

心
し
て
お
り
ま
し
た
か
ら

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
親
以
上
の
大
き
な
存

在
で
あ
っ
た
比
企
先
生
を

失
い
心
に
大
き
な
穴
が
空

い
た
状
態
で
す
。

　

私
は
20
年
以
上
、
比
企

先
生
の
下
で
働
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め

は
三
四
会
理
事
会
で
。
い

つ
も
温
か
い
ま
な
ざ
し
で

包
ん
で
く
だ
さ
る
比
企
先

生
に
は
な
ん
で
も
相
談
が

で
き
ま
し
た
。
会
長
と
し

て
３
期
9
年
間
お
勤
め
に

な
ら
れ
ま
し
た
が
、
２
期

目
と
３
期
目
は
吉
野
肇
一

先
生
、
村
井
勝
先
生
と
ご

一
緒
に
副
会
長
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
慶
應
連
合
三
田
会
の

服
部
禮
次
郎
会
長
が
26
年

勤
め
ら
れ
て
お
亡
く
な
り

に
な
り
空
席
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
、
当
時
の
清
家
篤
塾

長
に
懇
願
さ
れ
連
合
三
田

会
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
私
に
連
合
三

田
会
に
来
て
く
れ
と
言
わ

れ
、
ま
た
ご
一
緒
で
き
る

の
が
嬉
し
く
て
二
つ
返
事

で
お
受
け
し
ま
し
た
。

　

比
企
会
長
は
、
疎
遠
で

あ
っ
た
医
学
部
と
連
合
三

田
会
の
関
係
を
大
き
く
包

み
込
む
よ
う
に
一
つ
に
な

さ
り
ま
し
た
の
で
連
合
三

田
会
で
の
医
学
部
の
活
動

も
活
発
に
な
り
、
全
塾
の

医
学
部
に
対
す
る
評
価
も

う
な
ぎ
上
り
と
な
り
ま
し

た
。
連
合
三
田
会
大
会
の

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
会
は
い
つ
も

大
盛
況
で
、
あ
る
時
は
比

企
先
生
が
学
生
時
代
に
体

育
会
端
艇
部
で
メ
ル
ボ
ル

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
ら

れ
た
お
話
を
エ
イ
ト
の
方

々
と
さ
れ
ま
し
た
。
工
学

部
（
現
理
工
学
部
）
が
総

力
を
挙
げ
て
作
っ
た
慶
應

号
で
、
30
㎝
と
い
う
僅
差

で
京
都
大
学
を
破
り
メ
ル

ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
エ

イ
ト
の
中
で
医
学
部
生
は

一
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
も
準
決
勝
ま
で
行
っ

た
の
は
快
挙
で
す
。
慶
應

義
塾
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
先

駆
け
で
し
た
。

　

義
塾
に
も
貢
献
さ
れ
、

共
立
薬
科
大
学
を
慶
應
の

学
部
に
併
合
す
る
こ
と
に

も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
し
、

連
合
三
田
会
で
は
地
域
の

三
田
会
に
も
顔
を
だ
さ
れ

て
絆
を
強
め
ら
れ
ま
し

た
。
手
術
を
受
け
ら
れ
た

後
の
闘
病
の
中
で
も
連
合

三
田
会
の
こ
と
は
最
優
先

で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

慶
應
病
院
の
病
室
に
呼

ば
れ
、
次
の
会
長
を
頼
む

よ
と
言
わ
れ
た
の
が
お
会

い
し
た
最
後
に
な
り
ま
し

た
。
比
企
先
生
が
喜
ん
で

く
だ
さ
る
の
を
励
み
と
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
ご
遺
志
を
継
ぐ

の
だ
と
の
固
い
決
意
で
連

合
三
田
会
と
医
学
部
に
貢

献
い
た
す
所
存
で
す
。
比

企
先
生
ど
う
ぞ
天
国
か
ら

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
だ
２
０
１
４
年
６
月
時

点
で
の
寄
付
金
は
5
・
4

億
円
で
し
た
。
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
し
た
が
、

か
な
り
危
機
感
を
持
っ
て

お
ら
れ
、
会
長
を
託
す
に

あ
た
っ
て
、
私
が
募
金
活

動
に
苦
慮
す
る
こ
と
を
気

遣
い
、
参
考
に
な
る
よ
う

に
と
以
前
の
資
料
を
集
め

て
こ
ら
れ
、
私
に
そ
れ
を

渡
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

比
企
先
生
は
他
へ
の
配

慮
と
同
時
に
、
幅
広
い
視

野
を
お
持
ち
で
し
た
。
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
育

ん
で
こ
ら
れ
た
の
か
と
、

ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
三
四
会
百
年
史
の
メ

ル
ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て
の
記
述
の
中

に
、『
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
と

き
に
は
、
皆
が
心
を
一
つ

に
し
て
全
力
を
尽
く
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
経
、

商
、
法
、
文
、
医
、
そ
し

て
造
艇
に
工
と
、
当
時
の

塾
の
あ
ら
ゆ
る
学
部
か
ら

ま
ん
べ
ん
な
く
組
ま
れ

た
。
こ
こ
で
得
た
交
流
や

友
情
は
深
く
、
慶
應
連
合

三
田
会
と
い
う
慶
應
義
塾

の
大
組
織
を
預
か
る
こ
と

に
な
っ
た
時
、
医
学
部
か

ら
の
視
点
で
は
な
く
、
よ

追悼

比企 能樹先生
　　　　（37回）

大
切
さ
を
感
じ
、
是
非
後
輩

諸
君
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て

い
る
。


